
  

 

 

 

 

 

 

 

 あっという間に１１月も中旬となり、季節外れの暑さから相応の寒さになりつつある今日この頃です。生

徒たちは来週１１月１５日(水)に迫った瑞中発表会に向けて、一生懸命に準備や練習に取り組んでいま

す。当日は保護者の皆様にも生徒の素晴らしい姿や作品をお目にかけることが出来ることだと思います。

ぜひご期待ください。今号では前号からの後の生徒たちの様々な取組を紹介します。 
 

保育実習 
  

家庭科の授業として３年生の１組は１０月１９日(木)に円福寺保育園において、２組は１０月２０日（金）

に洗心保育園においてそれぞれ保育実習を行いました。保育実習に臨む前に、生徒は園児が喜びそうな、

そして興味を引くようなおもちゃ等を手作りし、幼児の体と心の発達や幼児との接し方を学習するなどして

本番を迎えました。その成果もあり、いずれの保育園でも生徒と園児のより良い交流が見らました。中に

は将来保育士を目指している生徒もいるようです。そういった生徒にとってはとても良い経験になったこと

でしょう。久しぶりに童心に戻っていたようです。また今回の保育実習で保育士に興味を抱いた生徒もい

たかもしれません。生徒の学びの場を提供いただいた円福寺保育園、洗心保育園の皆様に感謝します。

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

１年生の学年レク 
  

１年生の生徒と保護者による学年レクレーションが１０月２７日（金）の夜に本校体育館で行われました。

内容はバドミントンでした。今回の学年レクに向けては学年集会長の山本さんが何度も来校され、学年主

任の前田教諭と細かく打合せ確認を行い、綿密な計画のもとに実施されました。親子の絆、親同士、生徒

同士の絆も深まったものと思います。保護者にとっては、日ごろ見られない我が子の友達との様子なども

伺い知れたのではないでしょうか。こういった機会を踏むことが学級の成長にも繋がることでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

瑞穂中学校だより 

【学校教育目標：ふるさとを愛し  

心身ともにたくましく 主体的に学ぶ生徒の育成】 

令和５年 11月 9日（木）ＮＯ．22 文責：校長 柏原 哲郎  

HP アドレス https://www.unzen.ed.jp/mizuhochu 

 



長崎県中総体新人大会ソフトテニス競技(個人戦) 
 

１０／２９（日）に開催された標記大会に、本校から雲仙市代表として出場した森田侑希・益田陵汰ペ

アは残念ながら１回戦敗退でした。しかし、強豪相手に２セットを奪取したことは今後の明るい材料になり

そうです。川﨑雄斗・吉本碧斗ペアは１回戦では不戦勝、２回戦で敗退しましたが、このペアも強豪相手

に１セットを奪取し、これからが楽しみです。 

 女子の宮﨑千尋・東璃子ペアは１回戦をストレートで勝ち、好スタートをきりました。これは大きな自信に

なったことでしょう。しかし、２回戦は男子同様、強豪相手に逆にストレート負けを喫しました。 

男女ペア共に、県大会の経験はこれからの練習や他の試合に臨む上での意欲や自信につながるはず

です。また、女子については他の部員も応援に駆けつけていました。会場の雰囲気や試合の様子を見な

がら「次は自分たちも。」という意欲が湧いたことでしょう。 
 

２年生修学旅行 
  

１０／３１（火）～１１／２（木）に２年生は関西(金閣寺・清水寺・USJ)・福岡(海響館・太宰府天満宮)

方面に修学旅行に行きました。３日間ともに素晴らしい天気に恵まれ、貴重な時間を過ごすことができま

した。中学校生活において修学旅行は生徒にとってはビッグイベントです。それが無事に終了しました。生

徒は修学旅行で、思い出という「記憶」と、写真等の「記録」の２つのお土産を持ち帰りました。その２つが

土産話となり、帰宅後のそれぞれの家庭で盛り上がったことだと思います。また帰校後、数日たっても体

調不良者も出ず、安堵しているところです。この３日間の修学旅行で深まった仲間との絆、信頼関係をエ

ネルギーに変えて来週の瑞中発表会に臨んでほしいと思っています。きっと素晴らしい姿を見せてくれる

ものと期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

瑞穂町文化祭(発表会) 
 

 瑞穂町文化祭では、本校生徒も習字等の作品展示(10/28・29)及び吹奏楽部の演奏(11/5)で参加

しました。生徒の作品に対しては文化協会から賞をいただいている作品もありました。また、吹奏楽部の演

奏は当日４名での演奏となり、一人ひとりの演奏がしっかりと伝わることで、とても緊張したことだと思い

ます。しかし、良く頑張り大きな拍手をもらいました。これも部員にとっては良い経験になったことだと思い

ます。また、楽器の搬入・搬出については保護者の方のご協力に感謝します。 

 

 

 

 


